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【平成２７年度 中間評価結果】

評価 評価基準

Ａ＋ 当初計画を上回っており、かつ改善した評価指標による目標達成が見込まれる。 

○ Ａ 当初計画が達成されつつあり、今後の目標達成が見込まれる。 

Ａ－ 当初計画より一部遅れは見られるが、概ね今後の目標達成が見込まれる。 

Ｂ 今後の目標達成の見込みはあるが、経費の使用に問題があるため、経費の減額

が適当である。 

Ｃ 今後の目標達成が見込まれないため、取組の中止が適当である。 

（評価意見）

研究の遂行状況としては、研究計画の骨子となる、これまでの ZS 論文のデータベース化が順調

に進捗し、ZooDiversity Web の原型が完成し運用を開始していることから、ZS 論文を通したこ

の方面の国際発信のための準備が進んでいると評価できる。また、評価指標となっている、論文投

稿数は減少しているものの、アクセス数は増加している点は評価できる。


